
医療法人社団和風会 

通所リハビリテーションセンター 

はしもと 

通所リハビリテーション 
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≪理念≫    

利用者様の意志と人格を尊重し、生活のリズムに合わせたサービスを提供する。 

≪目的≫ 

事業所は、診療にもとづき実施される計画的な医学的管理下でのリハビリテーション

が必要であると主治医が認めた在宅の要介護者等に通ってきて頂き、心身の機能の維

持回復を図り、日常の自立を助けるための、理学療法・作業療法等の必要なリハビリ

テーションを提供し、並びに利用者様ご家族の身体的及び精神的負担の軽減を図るこ

とを目的とする。  

 

≪基本方針≫ 

１．利用者様の意志や人格を尊重して、常に利用者様の立場に立ったサービスの提供 

         に努め、利用者様との信頼関係を基礎とした人間関係の確立を図り、利用者様の 

         主体性の尊重とその家族との交流を目指すものとする。 

２．地域との結び付きを重視するとともに、市町村、居宅介護支援事業所、他の居宅 

         サービス事業所、その他の保健医療サービス及び福祉サービスを提供する者との 

         密接な連携に努めるものとする。 

理念・基本方針 等 

主なスタッフ 

 ・看護師 

 ・理学療法士 

 ・作業療法士 

 ・介護福祉士 

 ・介護職員 

一日の流れ   

以下のスケジュールの間に、入浴と個別リハビリテーションが入ります。  

 

通所リハビリテーションセンターはしもと 

通所リハビリテーション 

センターはしもと 

サービス種類： 

通所リハビリテーション 

９：３０ 利用者さま到着 
 
 

健康チェック 

お茶を飲みながら、他の利用者さまとお話を楽しみ、計
算、漢字、ことわざなどのプリント（脳リハビリ）をして
います。 

血圧・脈拍・体温を測って、健康の状態を確認します。  

１０：００ ラジオ体操 
日付の確認 
集団体操  

体操のために作られた特別なゴムを使って筋力トレーニン
グを行います。  

１１：３０ 口の体操 食事前に口の体操をすることで、食べ物を飲み込みやすく

１２：００ 昼食 
食後の口腔ケア 

利用者さまの疾患や、症状にあった食事内容で提供しま
す。  

 休息  

１３：３０ ラジオ体操 
集団体操  

（午前に続いて体操を行います。） 

棒体操やストレッチ行います。歌や音読、手芸的な作業、
園芸なども行います。 
（社会療法・音楽療法・脳リハビリ・園芸療法 等） 

１５：００ おやつ 利用者様の疾患や、症状にあった内容で提供します。  

１５：１５ 創作活動 毎月の展示物を作成します。  

１６：００ 利用時間の終了 送迎車で自宅までお送りします。 



個別リハビリテーション（２０分～４０分程度） 

理学療法士、作業療法士がそれぞれの専門性を生かし、おひとりおひとりに合っ

た、「起き上がり」「立ち上がり」などの基礎的な動作訓練や、「歩行訓練」

「トイレ動作」「入浴動作」などの応用的な動作訓練を行います。 

また、当センターでは、「自宅での生活」に近づいたリハビリテーションを目指

しています。生活の中で困ったこと、「これだけは続けたい！」といった希望な

どをお聞かせいただき、リハビリテーションプランを立案しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

集団体操 

介護福祉士を中心として、ゴムバンドや棒などを使った筋力トレーニングを、午

前と午後の１日２回、１時間３０分程度行っています。 

月に一度の体力測定で、日ごろの成果を確認します。 

肺の活性化や口腔まわりの筋力向上を図るため、音読や歌唱を行っています。 

また、計算、漢字、音読などを行い、脳の活性化を図っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

口の体操（嚥下体操） 

食事前に２０分程度の嚥下体操をおこなっています。口腔や口唇の動きを良くし誤

嚥を防ぎ食事をスムーズに摂取できるように努めています。 

 

 

 

 

口腔ケア 

口の中の清潔を守ることは、健康を守る為に大切です！言語聴覚士指導の下、昼

食後のハミガキの時間をしっかりとり、自宅での習慣化を目指しています。 

 

 

 

リハビリテーション 
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通所リハビリテーションセンターはしもと 

腰痛体操 
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創作活動 

身体機能を維持向上していくためのリハビリと考え、毎月の作品作成に取り組み展

示しています。  

 

その他 

≪外出≫ 

「買い物に行きたいけど、足が痛いから」「歩くのが遅くて迷惑かけるから」など

の理由で、外出の機会が尐ない利用者様が、尐人数で外出の機会が増えるきっかけ

になればと考えています。 

 

≪調理≫ 

「自宅で調理したいけど・・・」という方に、“はしもと畑”で収穫した野菜を

使って、調理訓練を行います。また、訓練の一貫としておやつ作りも行っていま

す。スタッフが見守る中で、「自分から」取り組んで頂くことを目指しています。 

 

≪フットケア≫ 

足の健康を守る体操、つめきりなど 

レクリエーション 

各サービス内容のご案内 

通所リハビリテーションセンターはしもと 

普通浴槽   

浴槽に沿って手すりをつけ

ているので、歩行などに不

安のある方も安心です。ス

タッフの見守り・介助のも

と、広い浴槽で開放感をお

楽しみ下さい。 

個別浴槽 

右麻痺･左麻痺に合わせた浴

槽を用意しています。自宅

での入浴の練習としても使

用しています。                                         

送迎 

利用時間に合わせて職員がご自宅までお迎えし、送って行きます。 

車椅子のままご利用できる車もありますのでご相談ください。  

 

入浴 

≪一般浴≫ 

浴槽にそって手すりをつけてありますので、歩行に不安のある方も安心です。 

スタッフの見守り、介助も必要に応じて行います。 

 

≪特殊浴≫ 

麻痺がある方や、普通の浴槽では不安という方には特殊浴槽（機械浴）をご用意し

ています。寝たままでの入浴が可能であり、安全に入浴が行えます。 

 

排泄 

利用者様の排泄の援助を行います。必要時、定期的な声かけと誘導を行い、トイレ

での排泄を促します。また、車椅子の方にも介助用トイレがあり、リハビリも行っ

ています。 

特殊浴槽 

一般浴槽 



営 業 日  月～金曜日（祝日も営業しています） 

                           ※但し、年末年始の１２月３１日から１月３日は除く 

提供時間  ① 午前   ９時３０分～午後   ４時００分 

                           ② 午前   ９時００分～午後１２時１０分 

                           ③ 午後   １時００分～午後   ４時１０分                                  

営業日・提供時間 

利用料金（介護給付） 

下記の料金表によって、ご契約者の要介護度に応じたサービス利用料金から介護保険給付

費額を除いた金額(自己負担額)をお支払い下さい。 

（サービスの利用料金は、ご契約者の要介護度に応じて異なります。）  
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通所リハビリテーションセンターはしもと 

通所リハビリテーション 

センターはしもと 

加算 算定回数等 自己負担額 

リハビリテーションマネジメント加算（Ⅰ） １月につき 

 

（Ⅰ）または 

（Ⅱ）のいずれか

を加算 

  ２３０円 

リハビリテーションマネジメント加算（Ⅱ） 

開始月から６月以内 １，０２０円 

開始月から６月越え ７００円 

短期集中個別リハビリテーション実施加算 １日につき 
退院（所）日又は認定

日から起算して３月以
１１０円 

認知症短期集中リハビリテーション実施加算（Ⅱ） １月につき 
退院（所）日又は通所

開始月から３月以内 
１，９２０円 

生活行為向上リハビリテーション実施加算 １月につき 

開始月から３月以内 ２，０００円 

開始月から３月を超え 

６月以内 
１，０００円 

入浴介助加算 １回につき ５０円 

重度療養管理加算 １日につき １００円 

サービス提供体制強化加算Ⅰ（ロ） １回につき １２円 

介護職員処遇改善加算 １月につき 
総単位数の 

３４/１０００ 

基本料金（自己負担額） 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 

所要時間６時間以上８時間未満 ７１４円 ８６１円 １，００７円 １，１５２円 １，２９９円 

所要時間３時間以上４時間未満 ４３７円 ５１２円 ５８７円 ６６２円 ７３７円 
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 ※「自己負担額」は、例として自己負担１割で記載しています。 

 

☆ ご利用者が自ら通う場合やご家族が送迎を行う場合には、片道ごとに４７円減算し 

       ます。 

☆ リハビリテーションマネジメント加算は、適宜適切でより効果的なリハビリテー 

       ションを実施するための仕組みの評価です。 

   リハビリテーションマネジメント加算（Ⅰ）は、医師又は医師の指示を受けた理 

       学療法士等が、新規にリハビリテーション実施計画を作成した利用者に対して、 

       通所開始日から起算して１月以内に利用者の居宅を訪問し、診察、運動機能検査、 

       作業能力検査等を行い計画の進捗状況を定期的に評価し、必要に応じて当該計画 

       を見直すこと。また、他の居宅サービスの従業者にリハビリテーションの観点か 

       ら日常生活上の留意点、介護の工夫等を伝達することで算定します。 

   リハビリテーションマネジメント加算(Ⅱ)は、リハビリテーション会議の開催、 

       医師によるサービス計画の説明、介護支援専門員や他の居宅サービスの従業員又 

       は、居宅を訪問したうえで利用者、その家族に対して、日常生活上の留意点等の 

       情報提供を実施した場合に算定します。 

☆ 退院（所）又は認定日から起算して３月以内に個別にリハビリテーションを集中 

       的に実施した場合、短期集中個別リハビリテーション実施加算を算定します。 

☆ 医師により認知症と診断された利用者に対し認知症の状態に合わせ、集団活動や 

       目的がイメージしやすい活動や参加のアプローチなど効果的な方法や介入頻度・ 

       時間を選択できる取組みの評価です。月に４回以上リハビリテーションを実施し 

       ており、その実施頻度、実施場所、実施時間が記載されたサービス計画に基づい 

       た、生活機能の向上に資するリハビリテーションを実施した場合に算定します。 

☆ 生活行為の内容の充実を図るための目標及びその手段をサービス計画に定め、利 

       用者の有する能力の向上を支援した場合に生活行為向上リハビリテーション実施 

       加算を算定します。生活行為向上リハビリテーション実施加算(Ⅰ)はサービス計 

       画に基づくサービスの開始した月から３月以内、生活行為向上リハビリテーショ 

       ン実施加算(Ⅱ)は３月を超え、６月以内の場合に算定します。生活行為向上リハ 

       ビリテーション実施加算を算定するための計画に基づくサービスの終了した月の 

       翌月から、６月以内の期間に限り１００分の１５を減算します。 

 

利用料金（介護給付）続き 

通所リハビリテーションセンターはしもと 

中山間地域等に居住する者へのサービス提供加算 １回につき 
所定単位数の 

５/１００ 



利用料金（介護予防） 
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通所リハビリテーションセンターはしもと 

基本料金 要支援１ 要支援２ 

サービス利用に係る自己負担額 １，８１２円  ３，７１５円 

加算 算定回数等 自己負担額 

運動器機能向上加算 １月につき ２２５円 

サービス提供体制強化加算Ⅰ（ロ） １月につき 

要支援１ ４８円 

要支援２ ９６円 

事業所評価加算 １月につき １２０円 

介護職員処遇改善加算 １月につき 
総単位数の 

３４/１０００ 

中山間地域等に居住する者へのサービ

ス提供加算 
１月につき 

所定単位数の 

５/１００ 

利用料金（介護保険の給付対象とならないサービス） 

※「自己負担額」は、例として自己負担１割で記載しています。 

☆ サービス提供体制強化加算は、厚生労働大臣が定める基準に適合しているもの 

       として都道府県知事に届け出た介護予防通所リハビリテーション事業所が、利 

       用者に対し、介護予防通所リハビリテーションを行った場合に算定します。 

☆ 介護職員処遇改善加算は、介護職員の処遇を改善するために賃金改善や資質の 

       向上等の取組みを行う事業所に認められる加算です。 

日常生活上必要となる諸費用に付きましては実費をいただきます。 

   ① オムツ代 

     ・はくパンツ代     １枚につき  Ｍ・Ｌ  １９５円 

                                      ＬＬ    ２２０円 

      ・尿とりパット代   １枚につき         ３５円 

当事業所では、栄養並びにご利用者の身体の状況及び嗜好を考慮した食事を提供します。 

   ② 食費              １食につき        ６００円 

                         おやつ代            ５０円 

   ③ 利用者紛失時の連絡ファイル再発行代   １冊につき  ４００円 

      口腔ブラシ                           １本につき   ３０円 
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居宅介護支援事業者の紹介など必要な支援を行い、

要介護認定を受けていただきます。ケアプランを作

成していただき、それに基づいて通所リハビリ計画

を立て、計画に沿ったサービスを提供します。 

利用の手続き 

通所リハビリテーションセンターはしもと 

ご契約者に対する具体的なサービス内容やサービス提供方針については、「居宅サー

ビス計画（ケアプラン）」の内容を踏まえ、契約締結時に作成する「通所リハ計画」

に定めます。契約締結時からサービス提供までの流れは次の通り行います。 

  

契約締結時からサービス提供までの流れ「要介護者認定」  

事業所の介護支援専門員（ケアマネージャー）が、通所リハ計画の原案

作成やそのために必要な調査等の業務を担当。 

その担当者は通所リハ計画の原案について、ご契約者及びその家族等に

対して説明し、同意を得たうえで決定します。 

通所リハ計画は、居宅サービス計画（ケアプラン）が変更された場合、

もしくはご契約者及びその家族の要請に応じて、変更の必要があるかど

うかを確認し、変更の必要がある場合には、ご契約者及びその家族等と

協議して、通所リハ計画を変更いたします。  

通所リハ計画が変更された場合には、ご契約者に対して書面を交付し、

その内容を確認していただきます。  



 

 

 

≪概要≫ 

新予防給付では、要介護認定において要支援１、２と判定され、生活機能向上の

ために運動器の機能向上が必要と判定されたものに対し、運動器の機能向上に関

するサービスを提供し、これにより自立した生活機能を維持し、要介護状態に陥

ることを予防する。 

※ 医学的な管理の下でより専門的なリハビリテーションが必要と考えられる要 

支援者に対しては「介護予防通所リハビリテーション」の場を通じて実施する。 

※ 介護予防通所リハビリテーションにおける栄養管理については、医師の指導

の下に管理栄養士が担当する。管理栄養士は、必要の応じて各職種と協働して本

サービスを行う。 

サービスは二次アセスメント（事前アセスメント）、実施計画の策定、参加者へ

の説明と同意、相談、事後のアセスメント、地域包括支援センターへの報告から

構成される。以上を踏まえ、新予防給付においては、全体的に次のような流れ

をとる。 

契約締結時からサービス提供までの流れ「要支援者認定」 
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通所リハビリテーションセンターはしもと 

要支援１、２と判定された者 

地域包括支援センター 

介護予防ケアマネジメント 

一次アセスメント（仮題分析） 

ケアプラン作成 

サービス担当者会議にてケアプラン確定 

健診 

 

     ＜通所介護＞＜通所リハ＞＜訪問介護＞＜その他＞ 

 

 

サービスの提供 

事前のアセスメント 

（二次アセスメント） 
サービスの提供 事後のアセスメント 

地域包括支援センターで一定期間後に効果を評価 



Page 10 

１. お金や貴重品は最小限にしてください。万が一盗難や紛失などが生じても当事業

所は一切責任を負えません。 

２. 当事業所は職員への謝礼を頂かない方針にしております。お心遣いは一切無用に

して頂き、安心してご利用ください。 

３. 当事業所は全面禁煙です。 

４. 事業所の施設、設備、敷地をその本来の用途にしたがってご利用ください。 

５. 事業所の施設、設備について、故意または重大な過失により滅失、破損、汚損、

もしくは変更した場合には、相当の代価を請求することがあります。 

６. 利用者様の心身の状況により特段の配慮が必要な場合には、契約者と事業者との

協議により、設備の利用方法を決定するものとします。 

７. 利用中のお気づきの点や、お困りのことがありましたらご遠慮なく相談員にご相

談ください。 

８. 当事業所の職員は、業務上知り得た利用者又はその家族の秘密を漏らしません。 

９．サービス利用を中止又は変更を希望する場合には、サービスの実施日の前日まで 

         に事業者に申し出てください。  

注意事項 

施設の概要 

施設の名称(種類)     通所リハビリテーションセンターはしもと 

                                           （指定通所リハビリテーション・平成１７年５月１日指定） 

                                           （香川県第３７７１７００９５６号） 

施設の所在地              香川県三豊市山本町財田西９０２番地１  

交通の便                        ＪＲ予算線観音寺駅下車、タクシーにて２０分 

電話番号                        ０８７５－６３－３７００ 

ＦＡＸ番号          ０８７５－６３－２６５１ 

Ｅ-ｍａｉｌ                    ｗａｆｕｋａｉ＠ｇａｅａ.ｏｃｎ.ｎｅ.ｊｐ  

事業実施地域              観音寺市、三豊市内 

                                      ※但し、中山間地域等とされる指定地域（Ａ地域）を除く。 

通所リハビリテーションセンターはしもと 

見学、ボランティアを随時

受け付けています。  

来所、もしくは電話でも受け付けています。苦情受付担当者に申し出てください。 

（苦情受付窓口）苦情受付担当者    生活相談員 ： 西岡 素子 

                                    苦情解決責任者    看護師   ： 西山 寿美子 

                                    第３者苦情解決受付者         綾 恒史 

（受付時間）毎週月曜日～金曜日 ８：００ ～ １７：００ 

（電話番号）０８７５－６３－３７００  

苦情の受付 
利用時の準備物等 

・連絡帳 

・お箸 

・歯ブラシ 

・（薬） 

・着替え 

・バスタオル 

・フェイスタオル 

・ビニール袋      等 

青字は入浴利用者のみ   
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